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 Abstract  :
 Interested in how the education of mathematics and statistics is implemented in the faculty of medicine and adjacent 
areas, we investigated the current state of several cases by  interview. As a result, we can point out the following two 
tendencies. First, linear algebra that is a fundamental nd main subject as well as calculus tends to be optional or not to 
be opened. Second, the efforts to reduce the size of class and to secure the time for exercises are variously performed. 
In addition we state a proposal for improvement of the education of mathematics and statistics using visualization and 
simulation method.
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孝 こ の 研 究 は 科 学 研 究 費 ・
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か,ま たそれ らに伴 う人的 ・時間的 ・資源的制約や専
門教育 との関連についてのpolicy等を踏まえて,各担
当者の考え方により多様な形で数学 ・統計学教育は実
















































































































































































































































クモデル ・病気の流行モデル ・捕食者 と餌食(Lotka-
Volterra)モデル,フー リエ解析:ラ ドン変換 とCTの
原理など)を 開講 しているが,受 講者数は非常に少な
い。C群 の大学においては全学共通科 目の中の数学関
連講義を受講できるがが,開 講の時間や場所か ら科 目
が限定される場合がある。また内容や難易度は担当者



















































i)確率 ・統 計 序 論1単 位
(15)
ii)統計 学1単 位(15)
iii)統計 数 字 の読 み方
1単位(15)
i)1年 次後 期 必 修
ii)2年次前 期 必 修
iii)1,2年次 後 期 選 択


































i)数 理 科 学3単 位
(30)









































i)統 計 学1単 位(15)

































情報の科学240時 間(時 間制20コ マ)
1年次後期 必修1ク ラス
プリン ト配布
定期試験1回, レポー トを課 している















i)デー タサ イ エ ン ス1
1単位(15)





















































学部も担当しているA群 の大学に対 してだけに限 ら
れていて,他の生物系の大学を選んで調べてはいない。
A群の大学における薬学部あるいは医療衛生学部で
の数学 ・統計学教育の概略を,開講 されている科 目を
以下に列挙することにより述べる。










(2)北里大学薬学部(定 員:6年 制250名+4年 制35
名,計285名)
微分積分学分野 では 「数 学」(1年次通年 で30コ マ)
あるいは 「発展数学A」+「 発展数学B」 の組み合 わ
せ(1年次前期+後期 で計30コ マ)の いずれ かか らの選
択必修 となっている
・数学(1年 次通年,必修4単 位,熟 度別4ク ラス編成,
上級1+普 通2+基 礎1):ク ラスによ り多変数 関数 の
微分積分 の内容 ・配 分時間が異なる。 上級 クラスは重
積分 まで学習す る。演 習のた めの時 間をで きるだ け多
く確保す るこ とを重視 している。
・発展数 学A ,Bは 数 学IIIを十分履修理解 で きてい る
学生 を対象 と し,Aで は多変数 関数 の微 分積 分学 を中
心 に,Bで はベ ク トル解析(Gauss,Stokesの定理まで)
を講義す る。
いずれ も教科書 を使用 し,数 学,発 展数 学Aで は 担
当者 が著者 である。
その他線 形代数学,統 計学分野 に関 し以下の科 目が
開講 され ている。
・代数学(1年 次後期,必 修15コ マ,4ク ラス編成):
数ベ ク トル空 間に対 して,固 有値 ・対角化 まで と微分
方程式 ・差分方程式へ の応 用まで を学習 す る。教科書
を使用 し,担 当者 が著者 である。
・統計学(1年 次後期,必 修15コ マ,2ク ラス編成 で
1クラス150名程度):薬 学部所属 の教員 がオムニバ ス
形式 で担 当して いる。 教科書(生 物統計 学入門:担 当
者 が翻訳)を 使用 し,デ ー タの整理 ・要約,確 率 と確
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き続き教科書(生 物統計学入門:担 当者が翻訳)を 使
用 し,仮説検定,分 散分析 ・多重比較,分 割表 ・オ ッ
ズ比,回 帰分析までを扱 う。試験問題は国家試験に配
慮 して5択 問題 とし,テキス ト・ノー ト持ち込み可で
行っている。大人数対象授業なのでパワーポイン ト等
によるプレゼンと板書の併用で行われる。実習につい
てはパ ソコンが学生1名 に1台 貸与,R等 を利用 して
演習が可能になっている
そのほか専門科 目として 「臨床統計学」が開講 され
ている。
(3)北里大学 医療衛生学部(4学 科 定員 計360名)
学科 の教育到達 目標 に応 じて,数 学 ・統計学関連 の
講義 についてそ の内容,必 修 ・選択,ク ラスサイ ズ等
が学科 ご とに細 か く定 め られ ている。(クラスサイ ズは
25名程度か ら 最大 で70名 程度 に抑 え られ てい る。高
校 での数 学の履修状況等 に よるクラス分 け も実施 され
ている。)
・数学(1年 次通年,4単位30コ マ):基 礎 クラス(一
変数 関数 の微分積分 に限定)と 普通 クラス(多 変数 関
数 の微分積分 まで扱 う)に クラス分 け され ている。
なお,学 科に よっては科 目 「数学」を 「発 展数学A」
(前期2単 位15コ マ,多 変数関数の微 分積分が 中心)
と 「発展数学B」(後 期2単 位15コ マ,ベ ク トル解 析)
の履修 に替 えるこ とができる。
また 自由選択科 目として リメデ ィアル 教育科 目で あ
る 「数学 の基礎」 も開講 され ている。
統計学 に関 しては 「統計学A」(1年 次通年4単 位30
コマ必修)あ るい は 「統計 学BI」+「 統計学BII」(1
年次前期+後期,2+2単位30コ マ)と 分割 され て,前 期
が必修,後 期 は選 択 とされ てい る。通 年受講 すれ ば,
AとBで は同 じ教育 内容 になる。
さらに専門基礎科 目的な もの として次の科 目が 開講
され ている。
・医療統計学(2年 次2単 位15コ マ):
統計処理 ソフ ト(EXCEL,JSTAT,JMP等)を使用 して,主
として有意性検定(one-wayANOVA,多重比較 まで)に
つ いての講義 と実習,ク ラスサイ ズ30～40・名で教科
書(担 当者 が著者)を 使 用す る。 また学 習用のデー タ
としてはoriginalな栄養 学関連のデー タや 県の保健
関連デー タを併せ て利用 している
・応用数学1(2単 位15コ マ 線形代数)
・応用数学II(2単位15コ マ 微分方程式)
が開講 され,こ れ らを必修 あ るい は選択 科 目と して定
めてい る学科 ・専攻 がある。
併設他学部における教育を概観すると,担 当者が医
学部での教育と重なっているので,微 分積分学分野で












の授業担 当や少人数教育(あ るいは初年次教育)に お
ける分担,さ らには情報基礎教育に関しては触れてい
ないが,数 学教育の質を考えるときに重要な因子であ
る,ク ラスサイズ,数 学教育の内容(幅と深 さ),演習
時間の十分な確保の3点 について,ス タッフ数の多寡
により程度の差はあるものの,限 られた時間の中では
これ らすべてを満足できる形では実施 し難 くなってお
り,いずれかについては次善 ・三善の方策によらざる
を得なくなってきていることが確認できる。それ らへ
の対処 として,数 学 ・統計学において理解の定着を図
るには演習が不可欠であることか ら,き め細かな演
習 ・実習を行 うために可能なところから2ク ラス展開
や時間配分の適正化を実施すること,また線形代数分
野より微分積分分野にウェイ トがより置かれてきてい
ること(選択科 目化や さらには開講せずに必要に応 じ
































































































本分布,統 計量 と母数の関係 など統計学における根幹
部分の考え方を学生によりわか りやす く伝 えられるの
ではないかと考えている。(もう一つは専門科 目との










は.nbで ある)とRに よるスクリプ ト(拡 張子





*サ イ ク ロ イ ド 振 子 の 等 時 性:積 分













(*inc:描 画 時 間 の 刻 み 幅*)
to=
N[Input["Enterinitialtvalueforstarton
cycloid:0〈t〈Pi"]];(*振 幅 を 与 え る*)
f[s_]:=2ArcCos[Cos[tO/2]*Cos[Sqrt[9]*s/2]];
f1[s_]:=2ArcCos[Cos[Sqrt[g]*s/2]];



















*バ ネ の 運 動:微 分 方 程 式 ・不 定 積 分.nb*
m=Input["Enterthevalueofm,m>0"]//N;
(*mは バ ネ の 強 さ*)
a=lnput["Enterthevalueofa,a>=0"]//N;





























 [i] <-var 4,1-*)* (length  (11*) -1) 
  /length (,1-*) 
 #plot  11*3.M) 
cor (tI4K, t-7-4K3 M) 
MYDATA<-data. frame (TA-=f,I4KTA-, 3M=f,M4K!)M) 
 dataR-subset (MYDATA,  "A>3/  (2*sqrt  (10))) 
data2<-subset (MYDATA,  (TA<=3/  (2*sqrt  (10)  )& 
 TAM/  (2*sqrt  (10)    )  ) 
data3<-subset (MYDATA, abs  (TA-  )  <=1/  (2*sqrt  (10))) 
data4<-subset (MYDATA,  (TA>=  -3/  (2*sqrt  (10)  )  & 
 TA<  -1/  (2*sqrt  (10)    )  ) 
 data5<-subset  (MYDATA, TA<  -3/  (2*sqrt  (10))) 
par  (mfrow=c (5,  1)) 
hist  (data1$3M,  breaks=20,  freq=FALSE) 
curve  (dchisq  (10*x,  df=9)*10,  0,  4,  add=TRUE, 
 col="red",  lwd=2) 
hist  (data2$3M,  breaks=20,  freq=FALSE) 
curve  (dchisq  (10*x,  df=9)*10,  0,  4,  add=TRUE, 
 col="red",  lwd=2) 
hist  (data3$3M,  breaks=20,  freq=FALSE) 
curve  (dchisq  (10*x,  df=9)*10,  0,  4,  add=TRUE, 
 col="red",  lwd=2) 
hist  (data4VJM  breaks=20,  freq=FALSE) 
curve  (dchisq  (10*x,  df=9)*10,  0,  4,  add=TRUE, 
 col="red",  twc1=2) 
hist  (data5$3M,  breaks=20,  freq=FALSE) 
curve  (dchisq  (10*x,  df=9)*10,  0,  4,  add=TRUE, 
 col="red",  lwd=2) 
par  (mfrow=c (1,  1))
図2 バネの運動
*対比較の繰 り返しと第1種 の過誤 .R*
#(3つの母集団は同じ母数の正規母集団)
s<-0
*標 本 分 散 と 標 本 平 均 の 独 立 性 .R*
#(母 集 団 は 正 規 母 集 団)
標 本 平 均 く-numeric(1ength=10000)
標 本 分 散 く-numeric(1ength=10000)
for(iin1:10000){
標 本 く-rnorm(n=10)










 pvals<—c  (abgunkan$p.  value,  bcgunkan$p.  value, 
 cagunkan$p.  value) 
 hantei<—min  (pvals) 
 return  (hantei) 
 1 
 test<—numeric(length=100) 




s  ; test
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(1)北里大学一般教育部 は医,薬,医 療衛 生の各学部
の他 に選択 科 目と して看 護学 部,海 洋生命 科学部,
獣 医学部へ の講義 を担 当 している。
(2)富山大学杉谷 キャンパ スは 医学部 ・薬 学部の教育
を担 当 している。
(3)調査結果 は2009～10年度 の現状 である。大学のHP
を参照す る と,2011年度以 降変更 になってい る部分
もある。 その変更 の一部 について は本註 に も記載 し
た。
(4)担当者 の職名 内訳:北 里大学 の場合 教授3,准 教
授 ・講 師3,他 の大学 はすべて教授
(5)2011年度 よ り数学Bが1年 次前期に,統 計学が1
年次後期 に開講 時期 が変更 され た。
(6)2011年度履 修規程 よ り医学科 学生対 象 に数 学1
(微分積分1単 位)数 学2(線形代数1単 位)が必修科
目に加 え られ た。
(7)2011年度 よ り確 率 ・統計序論においてJMPの使い
方 が学習 され るこ とになった。
(8)単な るplacementtestではな く高校 までの学習歴,
実数 に関す る認識,命 題論 理 さ らには生命観 まで を
問 うアンケー トである。
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